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「
福
島
に
桃
源
郷
あ
り
」
と

絶
賛
さ
れ
た
里
山
で

爛
漫
と
咲
き
誇
る
花
々
を
愛め

で
る

花見山公園　2代目園主
故・阿部一郎さん

父の夢から始まった
花見山、今は私の

人生そのものです。

花
見
山 

見
頃
／
４
月
上
旬
〜
下
旬

交
通
／
Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線
福
島
駅
か
ら
バ
ス
で
15
分

　
　
　
東
北
自
動
車
道
福
島
西
IC
か
ら
車
で
30
分

※
開
花
期
間
中
は
周
辺
で
交
通
規
制
あ
り

D-2
MAP

　
「
元
々
は
養
蚕
農
家
で
し
た
が
、
花
木
栽
培
で
生
計
を
立
て

よ
う
と
決
心
し
た
父
と
一
緒
に
、
昭
和
10
年
か
ら
養
蚕
を
止
め

雑
木
山
の
開
墾
を
始
め
ま
し
た
。
本
格
的
な
開
墾
は
、
戦
争
に

召
集
さ
れ
て
復
員
し
て
か
ら
。
93
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
分

で
選
ん
だ
こ
の
仕
事
が
何
よ
り
も
好
き
で
、
毎
日
が
本
当
に
楽

し
い
で
す
。

　
花
見
山
は
、
私
の
人
生
そ
の
も
の
。
毎
年
た
く
さ
ん
の
お
客

様
が
私
と
同
じ
気
持
ち
で
花
を
求
め
て
み
え
る
ん
だ
と
思
う
と
、

自
分
の
考
え
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
な
と
思
っ
て
う
れ
し
く

な
り
ま
す
。」
と
、
２
代
目
園
主
の
阿
部
一
郎
さ
ん
は
花
へ
の

思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。（
平
成
25
年
９
月
）

　
写
真
家
の
故
・
秋
山
庄
太
郎
氏
が
毎
年
の
よ
う
に
訪
れ
た
場

所
で
、
今
で
は
全
国
か
ら
毎
年
た
く
さ
ん
の
方
々
が
訪
れ
る
観

光
名
所
と
な
っ
た
花
見
山
。
こ
こ
は
、
花
木
農
家
が
点
在
す
る

地
域
で
、
中
で
も
花
見
山
公
園
は
「
き
れ
い
な
花
を
た
く
さ
ん

の
人
に
見
て
欲
し
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
昭
和
34
年
頃
よ
り
私

有
地
を
初
代
園
主
か
ら
代
々
無
料
で
一
般
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
春
に
な
る
と
梅
・
ハ
ナ
モ
モ
・
桜
・
レ
ン
ギ
ョ
ウ
・
ボ
ケ
・

モ
ク
レ
ン
な
ど
の
花
々
が
次
々
と
咲
き
競
い
、
周
辺
の
花
木
農

家
の
畑
と
共
に
山
全
体
が
淡
い
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ
て
見
え
る

様
は
ま
さ
に
“
桃
源
郷
”
。
天
気
の
良
い
日
に
は
、
吾
妻
連
峰

や
吾
妻
山
の
雪
う
さ
ぎ
を
観
る
こ
と
が
で
き
、
美
し
い
風
景
が

眼
下
に
広
が
り
ま
す
。
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福島市
の
歴史

福
島
市
民
家
園
で

後
世
に
伝
承
さ
れ
る
貴
重
な

生
活
遺
産
を
堪
能
す
る

「
奥
の
ほ
そ
道
」

ゆ
か
り
の
場
所
を
訪
ね

先
人
た
ち
の
歩
み
に
思
い
を
馳
せ
る

「
早
苗
と
る 

手
も
と
や
昔 

し
の
ぶ
ず
り
」

「
笈
も
太
刀
も 

五
月
に
飾
れ 

紙
の
ぼ
り
」

信夫文知摺 MAP E-2
もちずり絹の発祥地として知られ、古今集には「みちのくの　しのぶもち
ずり誰ゆえに　乱れ染めにし　我ならなくに　源　融」と詠まれています。
子規や芋銭など数多くの文人墨客が足を運んだ境内には、悲恋を伝えるも
ちずり石を中心に観音堂、県重要文化財の多宝塔、芭蕉・子規の句碑など
が建立されています。
交JR東北新幹線福島駅からバス20分、東北自動車道福島飯坂ICから車で20分
拝観料：無料　資料館見学は大人200円、小・中学生100円

医王寺 MAP D-1
源義経の家臣、佐藤継信、忠信一族の菩提寺。境内には、佐藤一族が滅ぼ
された後に植えられた「乙和の椿」があり、それには源平合戦で二人の息
子を失った母「乙和御前」の悲しみがのり移り、花が開かずつぼみのまま
散ってしまうといわれています。
交福島交通飯坂線医王寺前駅から徒歩15分、東北自動車道福島飯坂ICから車で5分
拝観料：大人（18歳以上）300円　団体割引あり

信
夫
山 

M
A
P

F

市
中
央
部
に
ぽ
つ
ん
と
あ
る
信
夫
山
は
、
熊
野
、
羽

黒
、
羽
山
の
三
山
か
ら
な
る
福
島
市
の
シ
ン
ボ
ル
。

桜
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
福
島
市
を
代
表
す
る
花
見
ス

ポ
ッ
ト
と
な
り
、
多
く
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

標
高
は
２
７
５
m
で
、
西
端
に
あ
る
烏
ヶ
崎
や
展
望

台
か
ら
見
る
市
街
地
の
眺
め
は
抜
群
。
夜
景
も
美
し

い
。
羽
黒
山
の
頂
上
に
あ
る
羽
黒
神
社
に
は
２
月
の

「
暁
ま
い
り
」
で
奉
納
さ
れ
る
“
日
本
一
の
大
わ
ら

じ
”
が
あ
り
ま
す
。

岩谷観音 D-2
信夫山の中腹、東側の岩壁に彫られた磨崖仏群で、三十三観音、地蔵尊、不
動尊など60余体が刻まれています。平安時代の末期から鎌倉時代にかけて建
立されたもので、現在の観音堂は慶長19年（1614）に再建されたものです。

福島市民家園 MAP C-3
江戸時代中期から明治中期にかけての養蚕農家や、福島有数の割烹旅館「元客自軒（かくじけん）」、
国重要文化財指定の芝居小屋「旧広瀬座」などが移築復原されています。
交JR東北新幹線福島駅からバスで30分、東北自動車道福島西ICから車で10分

宮畑遺跡史跡公園（愛称：じょーもぴあ宮畑） MAP E-2
じょーもぴあ宮畑は、今から4,000年前の縄文時代の宮畑遺跡を
整備した公園です。直径90㎝の柱を使った巨大な掘立柱建物や
竪穴住居が復元され、縄文をテーマにした体験や見学ができます。
じょーもぴあ・遺跡の案内人がわかりやすくご案内します。
体験学習施設には、縄文時代の暮らしを判りやすく伝える展示室、
勾玉作りなどの縄文体験ができる縄文工房、講演をするホールが
あり、エントランスには焼けた竪穴住居を床下に展示しています。
また、２階展望デッキからは園内を一望できます。
交 JR東北新幹線福島駅からバスで30分、東北自動車道福島西ICから車で15分
料 展示室観覧料：大人200円（団体140円）、高校生以下100円（団体70円）
　 団体は20名以上。※未就学児、障がい者は無料。
時 9:00～17:00
休 火曜（祝日の場合は翌平日）、年末年始（12月29日～1月3日）
　 ※福島市公立学校の春・夏・冬期休業中は毎日開館
問 じょーもぴあ宮畑
　 ℡024-573-0015　〒960-8201 福島県福島市岡島字宮田78

隈
畔
・
板
倉
神
社 

M
A
P
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板
倉
神
社
は
福
島
県
庁
裏
手
の
隈
畔（
わ
い
は
ん
）

に
あ
り
、
板
倉
家
の
祖
、
板
倉
重
昌
を
祀
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

交
Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線
福
島
駅
か
ら
徒
歩
20
分
、
東
北
自

動
車
道
福
島
西
IC
か
ら
車
で
10
分

御倉邸 MAP F  

元客自軒

旧広瀬座内部

旧広瀬座旧広瀬座

第11代衆議院議長を務めた河野広中

信夫山
ガイドセンター

隈畔の桜

阿武隈川と吾妻連峰

旧米沢藩米蔵（御倉邸内）常光寺八重桜（板倉家菩提寺）

　

豊
臣
秀
吉
の
奥
州
仕
置
に

よ
っ
て
、
伊
達
政
宗
の
領
地
で

あ
っ
た
信
夫
・
伊
達
郡
（
現
在

の
福
島
市
・
伊
達
市
・
伊
達

郡
）
は
１
５
９
１
年
（
天
正

19
）
に
蒲
生
氏
郷
領
と
な
り
、

氏
郷
の
客
将
・
木
村
吉
清
が
現

在
の
市
内
杉
妻
町
に
あ
っ
た
城

を
福
島
城
に
改
め
城
下
を
整
備

し
ま
し
た
。
１
６
７
９
年
（
延

宝
７
）
に
本
多
忠
国
が
福
島

15
万
石
の
領
主
と
な
り
福
島
藩

が
成
立
。
堀
田
氏
時
代
や
幕
領

な
ど
を
経
て
、
１
７
０
２
年
に

三
河
国
か
ら
板
倉
重
寛
が
３
万

石
で
入
封
し
、
以
後
１
８
６
９

年
（
明
治
２
）
ま
で
１
６
７
年

続
き
ま
し
た
。

　

阿
武
隈
川
と
荒
川
の
合
流
点

に
形
成
さ
れ
た
城
下
町
福
島

は
、
信
夫
・
伊
達
両
郡
の
養
蚕

業
の
発
達
と
と
も
に
、
阿
武
隈

川
舟
運
に
よ
る
廻
米
に
よ
っ
て

物
資
流
通
の
拠
点
と
し
て
、
商

業
の
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

１
８
７
６
年
（
明
治
９
）
に
は

福
島
県
が
成
立
し
、
県
庁
が
福

島
城
跡
に
置
か
れ
ま
し
た
。

　

福
島
は
近
代
以
降
も
、
江
戸

時
代
に
認
め
ら
れ
た
「
奥
州
本

場
蚕
種
」
の
名
声
と
と
も
に
、

２
郡
に
広
が
っ
た
養
蚕
業
・
生

糸
製
糸
業
の
発
展
を
背
景
と
し

た
商
業
と
金
融
の
中
心
地
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
１
８
９
９

年
（
明
治
32
）
に
は
、
日
本
銀

行
福
島
出
張
所
（
明
治
44
年
に

支
店
昇
格
）
が
東
北
で
最
初
に

置
か
れ
ま
し
た
。
旧
奥
州
街
道

や
寺
町
通
り
、
阿
武
隈
川
沿
い

の
隈
畔
な
ど
に
、
そ
の
歴
史
を

物
語
る
土
蔵
や
神
社
仏
閣
が
点

在
し
、
当
時
の
繁
栄
の
面
影
を

し
の
ば
せ
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
し
て

歴史探索コース【所要時間　約2時間】

福島駅（徒歩5分）→
日本銀行（徒歩10分）→
もみじ山公園（福島城跡）（徒歩5分）→
御倉邸（徒歩5分）→
寺町通り散策（徒歩10分）→
福島駅

　
福
島
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
栄
え
た

旧
信
夫
・
伊
達
郡
（
現
在
の
福
島
市
・
伊
達
市
・
伊
達

郡
）
の
蚕
糸
業
に
よ
り
、
生
糸
が
集
積
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　
福
島
市
民
家
園
は
、
絹
と
と
も
に
繁
栄
し
た
福
島
市
の

歴
史
を
物
語
る
建
物
を
移
築
・
保
存
し
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
約
１
１
０
，
０
０
０
㎡
の
園
内
に
は
、
明
治
時
代
に
つ

く
ら
れ
た
芝
居
小
屋
で
国
指
定
重
要
文
化
財
の
「
旧
広
瀬

座
」
、
戊
辰
戦
争
や
自
由
民
権
運
動
に
か
か
わ
り
が
あ
る

福
島
有
数
の
割
烹
旅
館
「
元
客
自
軒
（
か
く
じ
け
ん
）

（
旧
紅
葉
館
）
」
、
信
夫
・
伊
達
地
方
に
あ
っ
た
茅
葺
き

屋
根
の
養
蚕
農
家
や
民
家
、
商
人
宿
な
ど
が
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
俳
人
・
松
尾
芭
蕉
が
『
奥
の
ほ
そ
道
』
行

脚
で
福
島
に
入
っ
た
の
は
、
１
６
８
９
年
（
元
禄
２
）
旧

５
月
。
福
島
に
一
泊
し
た
翌
日
、
も
ち
ず
り
石
で
有
名
な

「
信
夫
文
知
摺
」
を
参
拝
し
、
そ
こ
か
ら
源
義
経
の
家
臣

の
佐
藤
継
信
・
忠
信
兄
弟
の
菩
提
寺
「
医
王
寺
」
を
訪
ね
、

飯
坂
温
泉
に
泊
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
芭
蕉
は
旅
の
途
中
の
福
島
で
ふ
れ
た
、
い
に
し
え
の
物

語
に
深
く
感
動
し
、
『
奥
の
ほ
そ
道
』
に
２
つ
の
句
を
残

し
て
い
ま
す
。

おすすめモデルコース

養
蚕
と
阿
武
隈
川
の
舟
運
で

養
蚕
と
阿
武
隈
川
の
舟
運
で

栄
え
た
板
倉
城
下
町
を
歩
く

栄
え
た
板
倉
城
下
町
を
歩
く

養
蚕
と
阿
武
隈
川
の
舟
運
で

栄
え
た
板
倉
城
下
町
を
歩
く

旧広瀬座
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花カレンダー

紅葉カレンダー

小鳥の森カタクリ

大蔵寺（小倉寺観音）のしだれ桜

慈徳寺種まき桜

仁田沼のミズバショウ

びっき沼ミズバショウ

舘ノ山公園の桜

花ももの里

医王寺乙和の椿

土湯峠湿原ミズバショウ

つつじ山公園ツツジ

水原のクマガイソウ

堤ヶ平ヒメサユリ

土合舘公園のアジサイ

あづま総合運動公園のヤマユリ

浄土平高山植物

4月 7月5月 8月6月 9月

磐梯吾妻スカイライン 浄土平

磐梯吾妻スカイライン 天狗の庭

あづま総合運動公園 イチョウ並木

摺上川ダム周辺

黒岩虚空蔵尊

9月 10月 11月

福島市
の
四季

　
四
季
折
々
の
彩
り
豊
か
な
福
島

市
に
は
、
写
真
家
の
故
秋
山
庄
太

郎
氏
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
花
見
山

を
始
め
、
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ

さ
せ
る
名
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

春
は
薄
紅
色
の
桜
や
濃
い
ピ
ン
ク

の
花
モ
モ
、
夏
は
梅
雨
空
を
彩
る

ア
ジ
サ
イ
と
涼
し
げ
な
水
辺
の
風

景
、
秋
は
錦
秋
に
染
ま
る
山
々
と

ま
っ
す
ぐ
に
続
く
イ
チ
ョ
ウ
並
木
、

そ
し
て
冬
は
真
っ
白
に
衣
更
え
し

た
山
々
と
、
何
度
訪
れ
て
も
数
々

の
美
し
い
風
景
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
福
島
市
西
部
に
そ
び
え
る
標
高

１
７
０
７
ｍ
の
吾
妻
小
富
士
。
そ

の
山
肌
を
縫
う
よ
う
に
走
る
磐
梯

吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
、
日
本
の

道
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
つ
ば
く
ろ
谷
や
天
狗
の
庭
、

湖
見
（
う
み
み
）
峠
に
代
表
さ
れ

る
「
吾
妻
八
景
」
な
ど
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
も
数
多
く
点
在
し
、
春
の

雪
の
回
廊
、
初
夏
の
新
緑
、
そ
し

て
秋
の
紅
葉
の
時
期
ま
で
、
周
辺

を
彩
る
絶
景
を
見
に
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
す
。

花
と
山
、そ
し
て
水
が
創
り
出
す

春
夏
秋
冬
の
美
し
さ
に
出
会
う大蔵寺（小倉寺観音）のしだれ桜 MAP D-3

国重要文化財指定の千手観音がある大蔵寺。樹齢
300年といわれるしだれ桜や稚児桜があります。
交JR東北新幹線福島駅からバス10分、東北自動車道福
島西ICから車で10分

吾妻小富士から見る浄土平と一切経山 MAP A-3
磐梯吾妻スカイライン中間地点の標高1600mに位置している浄土平。一切経
山の火山噴火により生成された火山荒原と、高山植物群落や亜高山帯の針葉樹
林湿原などが点在し、手軽に亜高山の自然を楽しむことができます。
交〈浄土平まで〉JR東北新幹線福島駅からバスで1時間40分
　　　　　　　　東北自動車道福島西ICから車で50分

シャクナゲ

吾
妻
山
の
高
山
植
物

イワカガミ

ワタスゲ

ゴゼンタチバナ

コバイケイソウ

クロマメノキ

幕滝 MAP A-3
原生林に包まれた遊歩道を20分程歩くと、高さ約
30mからダイナミックに水が流れ落ちる様が見え
てきます。
交〈幕川温泉まで〉東北自動車道福島西ICから車で１時間
　〈幕川温泉から滝まで〉徒歩20分

芳水の桜 MAP D-4
立ち姿が美しく、そばの農業用水池に映
る様は見事です。
交東北自動車道福島西ICから車で30分、
松川スマートICから車で10分

あづま総合運動公園 MAP C-3
116本のイチョウ並木は10月下旬から11
月上旬の見頃の時期にはライトアップされ、
幻想的な風景を見せてくれます。
交JR東北新幹線福島駅からバス30分、東北自動
車道福島西ICから車で10分

つばくろ谷雪の回廊一切経山から望む吾妻小富士天狗の庭

舘ノ山公園の桜 MAP D-1
飯坂温泉街の西にある桜の名所で、散策
路も整備されています。
交福島交通飯坂線飯坂温泉駅から徒歩30分、
東北自動車道福島飯坂ICから車で15分

仁
田
沼
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ 
M
A
P
B-

3

10
万
株
と
い
わ
れ
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
と
、
遊
歩

道
沿
い
に
咲
く
カ
タ
ク
リ
の
群
生
が
美
し
い
。

交
Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線
福
島
駅
か
ら
車
で
50
分
、
東
北

自
動
車
道
福
島
西
IC
か
ら
車
で
25
分

磐梯吾妻スカイライン MAP A-2
高湯温泉から土湯峠に至る29㎞の山岳観光道路。雄大で変化に
富んだ自然の風景を堪能できます。作家の故井上靖氏が名付けた
「吾妻八景」が見所。４月には雪の回廊を見ることもできます。
（11月中旬～4月上旬冬期閉鎖）
交〈浄土平まで〉JR東北新幹線福島駅からバスで１時間40分

水
原
の
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ 

M
A
P
C-

4

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ク
マ
ガ
イ
ソ

ウ
の
、
全
国
に
３
箇
所
だ
け
の
群
生
地
。
約

１
５
０
０
０
株
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
（
５
月
中

旬
〜
下
旬
頃
の
見
頃
時
期
の
み
一
般
開
放
）

交
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
松
川
駅
か
ら
車
で
15
分
、
東
北
自
動

車
道
福
島
西
IC
か
ら
車
で
45
分
、
松
川
ス
マ
ー
ト
IC
か

ら
車
で
10
分

土
合
舘
公
園
の
ア
ジ
サ
イ 

M
A
P
D-

4

５
ha
の
園
内
に
40
種
類
約
４
５
０
０
株
の
ア
ジ

サ
イ
が
植
え
ら
れ
、
「
あ
じ
さ
い
公
園
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

交
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
松
川
駅
か
ら
徒
歩
30
分
、
東
北
自
動

車
道
福
島
西
IC
か
ら
車
で
20
分
、
松
川
ス
マ
ー
ト
IC
か

ら
車
で
５
分

福
島
市
浄
土
平
天
文
台 

M
A
P
A-

3

全
国
的
に
知
ら
れ
る
ス
タ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
。
浄

土
平
に
あ
り
、
直
径
５
・
５
m

の
ド
ー
ム
と
口
径
40
㎝
の
望
遠

鏡
を
備
え
て
い
ま
す
。

交
Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線
福
島
駅
か
ら
バ

ス
で
１
時
間
40
分
、
東
北
自
動
車
道

福
島
西
IC
か
ら
車
で
１
時
間

湖見峠

花ももの里 MAP D-1
世界中から集められた40品種約300本が植栽され、赤
やピンク、白の花が約1ヵ月にわたり山肌を彩ります。
交福島交通飯坂線飯坂温泉駅から徒歩20分、東北自動車道福
島飯坂ICから車で15分

吾妻連峰とモモの花

慈徳寺種まき桜 MAP B-3
樹齢450年の桜は、開花を目安に苗代に種を蒔いたことから「種まき桜」と呼ばれています。
交JR東北新幹線福島駅からバス30分、東北自動車道福島西ICから車で15分

目
の
前
に
広
が
る
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
を

胸
の
奥
深
く
ま
で
焼
き
付
け
て
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福島市
の

いで湯

泉質も効能も様々な、
福島の温泉へ
おいでよ！

泉
質
の
異
な
る

３
つ
の
温
泉
郷
で

名
湯・秘
湯
め
ぐ
り
を

楽
し
む

　
秋
保
、
鳴
子
と
な
ら
び
『
奥
州
三
名
湯
』
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
福

島
市
の
奥
座
敷
。
地
元
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
も
楽
し
い
共
同
浴
場
は

９
軒
あ
り
、
温
泉
街
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
鯖
湖
湯
に
は
、
松
尾
芭
蕉
も

入
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

交
福
島
交
通
飯
坂
線
飯
坂
温
泉
駅
下
車
、
東
北
自
動
車
道
福
島
飯
坂
IC
か
ら
車
で
10
分

問
飯
坂
温
泉
観
光
協
会　
℡
０
２
４-

５
４
２-

４
２
４
１

　
荒
川
の
上
流
に
あ
り
、
豊
富
な
湯
量
と
複
数
の
泉
質
を
持
つ
温
泉
郷
。

　
荒
川
の
上
流
に
あ
り
、
豊
富
な
湯
量
と
複
数
の
泉
質
を
持
つ
温
泉
郷
。

川
沿
い
に
宿
が
並
び
、
温
泉
情
緒
を
満
喫
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
奧
に
あ
る

川
沿
い
に
宿
が
並
び
、
温
泉
情
緒
を
満
喫
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
奧
に
あ
る

土
湯
峠
温
泉
郷
に
は
、
野
地
・
新
野
地
・
鷲
倉
・
幕
川
の
各
温
泉
が
あ
り
、

土
湯
峠
温
泉
郷
に
は
、
野
地
・
新
野
地
・
鷲
倉
・
幕
川
の
各
温
泉
が
あ
り
、

秘
湯
ム
ー
ド
を
堪
能
で
き
ま
す
。

秘
湯
ム
ー
ド
を
堪
能
で
き
ま
す
。

交
Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線
福
島
駅
か
ら
バ
ス

Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線
福
島
駅
か
ら
バ
ス
4040
分
、
東
北
自
動
車
道
福
島
西

分
、
東
北
自
動
車
道
福
島
西
ICIC
か
ら
車
で

か
ら
車
で
1515
分分

　
標
高
７
５
０
ｍ
の
高
原
に

沸
き
、
蔵
王
・
白
布
と
と
も

に
『
奥
州
三
高
湯
』
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
白
い
お

湯
の
硫
黄
泉
は
薬
効
成
分
が

高
く
、
神
経
痛
や
糖
尿
病
、

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
に

効
能
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
22
年
に
は
東
北
初

の
「
源
泉
か
け
流
し
宣
言
」

を
し
て
お
り
、
温
泉
街
の
す

べ
て
の
入
浴
・
宿
泊
施
設
で

源
泉
か
け
流
し
の
湯
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

交
Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線
福
島
駅
か
ら
バ
ス
40
分
、

東
北
自
動
車
道
福
島
西
IC
か
ら
車
で
30
分

問
高
湯
温
泉
観
光
協
会

℡
０
２
４-

５
９
１-

１
１
２
５

波来湯（はこゆ）
平成23年1月にリニューアルオープン。源泉かけ流しの熱
いお湯と、あたたかいお湯の2種類の浴槽があります。2階
の太鼓櫓からは温泉街が一望できます。

旧堀切邸
江戸時代から続く豪農・豪商の旧家で、県内最古の土蔵「十間蔵」が
現存しています。飯坂の情報を発信する案内所や足湯・手湯もあり、
美しい庭園を眺めることができる憩いの場所となっています。

もにわの湯
摺上川ダムの近くにあり、美
肌に効果があることから「美
人の湯」とも呼ばれています。

新
野
地
温
泉

９
つ
の
共
同
浴
場
は
地
元
住
民
と
の
社
交
場

飯
坂
温
泉 

約
10
種
類
の
泉
質
と
豊
富
な
湯
量
が
自
慢

土
湯
温
泉

あったか湯
湯屋をイメージした和風建築の日帰り温泉。浴場は木と
岩を基調とした露天風呂で、貸切露天風呂もあります。

足湯
温泉街には4つの足湯があり、手軽に利用することができます。

　
荒
川
の
上
流
に
あ
り
、
豊
富
な
湯
量
と
複
数
の
泉
質
を
持
つ
温
泉
郷
。

川
沿
い
に
宿
が
並
び
、
温
泉
情
緒
を
満
喫
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
奧
に
あ
る

土
湯
峠
温
泉
郷
に
は
、
野
地
・
新
野
地
・
鷲
倉
・
幕
川
の
各
温
泉
が
あ
り
、

秘
湯
ム
ー
ド
を
堪
能
で
き
ま
す
。

交
Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線
福
島
駅
か
ら
バ
ス
40
分
、
東
北
自
動
車
道
福
島
西
IC
か
ら
車
で
15
分

問
土
湯
温
泉
観
光
協
会　
℡
０
２
４-

５
９
５-

２
２
１
７

茂庭っ湖
摺上川上流にある摺上川ダムの建設により出
来た人造湖。紅葉の名所としても知られ、周
辺にはもにわの湯、キャンプ場、親水広場、
バーベキュー広場などが整備されています。

ペットボトル『ふくしまの水』
摺上川を水源とする福島市の水道水。モンドセレクション
2017の最高金賞に引き続き、モンドセレクション2018に
おいても最高金賞を受賞、さらにiTQi2017にて水道水とし
ては初となる「優秀味覚賞」を受賞！

D-1
MAP

B-3
MAP

B-2
MAP

標
高
７
５
０
ｍ
の
山
里
に
わ
く

開
湯
４
０
０
年
の
湯

高
湯
温
泉

男沼

思いの滝

女沼

ヒメサユリヒメサユリ
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福島市
の

味と技

サクランボ

モ　　モ

ナ　　シ

ブ ド ウ

リ ン ゴ

お店ごとに個性の
違うやきとりを

食べ比べてみて！

ヘルシーで
ジューシーな円盤餃子は、

ビールとの
相性も抜群！

み
ず
み
ず
し
い
果
物
や
手
作
り
の
品
々

み
ず
み
ず
し
い
果
物
や
手
作
り
の
品
々

福
島
の
美
味
・
銘
品
に
感
動

福
島
の
美
味
・
銘
品
に
感
動

「
く
だ
も
の
王
国
」
の
呼
び
声
高
い
福
島
市
で
は
、
初
夏
か
ら
冬
に
か
け
て

様
々
な
果
物
が
実
り
の
時
期
を
迎
え
、
新
鮮
な
果
物
狩
り
も
楽
し
め
ま
す
。

他
に
も
今
注
目
の
円
盤
餃
子
や
福
島
や
き
と
り
、
数
々
の
郷
土
料
理
な
ど
、

福
島
な
ら
で
は
の
味
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
こ
け
し
や
ダ
ル
マ
、
陶

芸
品
な
ど
、
作
り
手
の
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
民
工
芸
品
も
自
慢
で
す
。

福
島
市
郊
外
の
観
光
果
樹
園
で
は
、

初
夏
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
に
始
ま
り
、

モ
モ
、
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
、
リ
ン
ゴ

と
様
々
な
く
だ
も
の
狩
り
が
楽
し

め
ま
す
。
完
熟
し
た
ジ
ュ
ー
シ
ー

な
果
物
は
、
抜
群
の
甘
さ
と
み
ず

み
ず
し
さ
で
、
今
ま
で
食
べ
た
果

物
と
は
別
格
の
美
味
し
さ
で
す
。

福島のお土産・特産品を買うならココ！福島のお土産・特産品を買うならココ！
福島県観光物産館 MAP F
福島駅西口のコラッセふくし
ま1階にあり、福島県内の果
物やお菓子、地酒、民工芸品
などを販売しています。週替
わりで各種イベントも開催。

吾妻の駅ここら MAP C-2
観光情報などを提供する多目的施
設。旬の野菜や果物を販売する農
作物直売所を併設しています。

道の駅つちゆ MAP B-4
国道115号の土湯峠に位置し、
手づくりこんにゃくなど特産
品を販売する売店コーナーと
軽食コーナーがあります。

福島市観光コンベンション協会
横山 佳代さん

み
ず
み
ず
し
い
果
物
や
手
作
り
の
品
々

福
島
の
美
味
・
銘
品
に
感
動

四
季
の
里 

M
A
P
C-

3

花
に
彩
ら
れ
た
農
村
公
園
で
は
、
ガ
ラ
ス
工
芸

や
こ
け
し
の
絵
付
け
な
ど
が
体
験
で
き
ま
す
。

竹
灯
籠
づ
く
り
体
験 
M
A
P
D-

4

医
王
寺
で
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
竹
灯
籠
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
王
寺
：
源
義
経
の
家
臣
の
佐
藤
継
信
・
忠
信
兄
弟
の

菩
提
寺
。
奥
州
三
十
三
観
音
特
別
霊
場
に
指
定
さ
れ
、

松
尾
芭
蕉
も
奥
の
細
道
の
途
中
で
訪
れ
た
。

カ
ヤ
ッ
ク
体
験 

福
島
市
の
水
道
水
を
貯
水
す
る
茂
庭
っ
湖
で
は
、

四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
カ
ヤ
ッ
ク

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お土産と
思い出づくりに
ぴったりです！

体験
スポット

観光果樹園
福島市の北西部に、フルーツラインやピー
チラインと呼ばれる道路があります。その
名のとおりサクランボ、モモ、ナシ、ブド
ウ、リンゴなどの観光果樹園が道路沿いに
立ち並び、初夏から秋にかけて、もぎたて
の味が楽しめる果物狩りができます。
交JR東北新幹線福島駅から車で15〜20分
　 東北中央自動車道福島大笹生ICからすぐ
問福島市観光農園協会（福島市農業振興室内）
TEL024−525−3727（直通）

セ
ミ
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ

「
も
も
・
な
し
・
り
ん
ご
」
の
水
分
を
少
し
残
し
、

「
半
干
し
」
状
態
に
し
ま
し
た
。
乾
燥
さ
せ
た
こ

と
に
よ
り
果
物
の
甘
味
が
強
ま
り
、
風
味
が
活
き

た
食
感
が
特
徴
で
す
。

い
も
く
り
佐
太
郎

さ
つ
ま
い
も
と
栗
が
織
り
な
す
上
品
な
甘
さ
が
、

口
の
中
で
と
ろ
け
だ
し
ま
す
。
福
島
が
生
ん
だ
極

上
ス
イ
ー
ツ
で
す
。

凍み豆腐
天日と寒風にさらされ旨みを凝縮した、
栄養たっぷりの保存食。福島市南東部
に位置する立子山地区は産地とし名高
く、農家の軒先につるされる凍み豆腐
の"のれん"は福島市の冬の風物詩にも
なっています。

いかにんじん
するめと人参を漬け込んだ、
福島地方の郷土料理。

麦せんべい
小麦粉の生地にピーナツを練り込んだ、
昔ながらの素朴な味わいが人気です。
福島みやげの定番。

飯坂ラーメン飯坂ラーメン
とんこつエキスを練り込んだ細とんこつエキスを練り込んだ細
切り平打ち麺で、ツルツル・モ切り平打ち麺で、ツルツル・モ
チモチした食感が特徴です。チモチした食感が特徴です。

福島だるま
福島だるまは、最初から目が入っ
ているのが特徴です。にらみをつ
けて悪魔を退治し、福を呼ぶ縁起
物です。

ラジウム玉子ラジウム玉子
黄身は半熟、白身はとろとろなのが特徴で、飯坂温泉には、黄身は半熟、白身はとろとろなのが特徴で、飯坂温泉には、
ラジウム玉子作り体験のできる施設もあります。その名は日ラジウム玉子作り体験のできる施設もあります。その名は日
本で初めてラジウム元素が飯坂温泉で発見されたことから。本で初めてラジウム元素が飯坂温泉で発見されたことから。

円盤餃子円盤餃子
野菜たっぷりの餃子を円盤状に並べて野菜たっぷりの餃子を円盤状に並べて
焼いた餃子は、ボリューム満点なのに焼いた餃子は、ボリューム満点なのに
軽い食感で、ついつい箸が進みます。軽い食感で、ついつい箸が進みます。
市内には40～50年の歴史を持つ餃子市内には40～50年の歴史を持つ餃子
店も多く、行列ができるお店も。夜か店も多く、行列ができるお店も。夜か
らの営業が多いのも特徴です。らの営業が多いのも特徴です。

福
島
や
き
と
り

福
島
は
や
き
と
り
の
ま
ち
。

伊
達
鶏
や
川
俣
シ
ャ
モ
な
ど

を
使
い
、
炭
火
で
焼
い
た
も

の
を
い
た
だ
け
ま
す
。

土湯こけし
東北三大こけしの一つに数えられる（鳴子・遠刈田）。蛇の目模様の頭、
三日月眉にクジラ目、おちょぼ口など、愛らしい表情が人気のこけし。

鳥安
安田 雅樹さん

餃子の店　山女餃子の店　山女
高橋 豊高橋 豊さんさん

●黒岩虚空蔵尊例祭 ‥‥‥‥‥‥‥ 旧１月12日～13日
　福島市・黒岩満願寺　☎024-546-0096
男女とも数え年１３でお参りする習慣を今も伝えるお祭り。子どもの成長を
願って遠方からお参りする人も多い。
─
●信夫三山暁まいり ‥‥‥‥‥‥‥‥ 2月10日～11日
　福島市・信夫山羽黒神社
長さ12ｍ、重さ2ｔもの大わらじが災疫防御、五穀豊穣、健脚を祈願して、
羽黒神社に奉納される。ゆずあめが名物。
〔問〕福島市商業労政課　☎024-525-3720
─
●土湯温泉こけし祭り ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4月下旬
　福島市土湯温泉街
全国のこけしファン待望のお祭り。1000本余り用意されたこけしが飛ぶよ
うに売れる。大こけしや宿泊券が当たる抽選券つきこけしも販売される。
〔問〕土湯温泉観光協会　☎024-595-2217
─
●ふくしま花火大会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7月下旬
　福島市・阿武隈川・松川合流点　
福島の夏の風物詩。花火が阿武隈川に映る様は情緒たっぷり。
〔問〕福島市商業労政課　☎024-525-3720
─
●福島わらじまつり‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8月上旬
　福島市市街地　
大・中・小のわらじ行列とわらじ音頭の踊り流しが市内を練り歩く。祭りは
情熱的なダンシングそーだナイトで締めくくられる。
〔問〕福島商工会議所　☎024-536-5511
─
●飯坂けんかまつり ‥‥ 10月第１土曜日を中心とした３日間
　福島市飯坂町・八幡神社　☎024-542-2560
提灯に彩られた６台の屋台がお宮入りになだれこみ、神社の境内を駆け回
り、激しくぶつかり合う勇壮なまつり。
─
●稲荷神社秋季大祭 ‥‥‥10月体育の日を含む土・日・月
　福島市宮町・稲荷神社　☎024-522-2702
稲荷神社秋の例祭。神楽が奉納されるほか、山車・御輿・露店が出て賑わう。
─
●大波の三匹獅子舞 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10月上旬
　福島市・大波住吉神社　☎024-588-1551
少年たちを主体に、弓くぐり、橋かけや雌獅子かけなどが舞われる。
─
●大宮神社例大祭 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥10月第３土・日曜
　福島市飯野町・大宮神社
おみこしのご神体が天狗やおかめに守られて巡行し、立寄り所で祝詞・御
祓・神楽が行われる。
─
●岡山の水かけ祭り ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10月第4日曜
　福島市・岡山 鹿島神社
地区内の新婚なら3年、入り婿なら7年の男性を対象に、酒宴の席で水をか
けて祝うことから始まった火伏せと厄落としの神事。大水合戦になる。
─

※開催期間は主催者の都合により変更となる場合があります。
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飯坂ラーメン
とんこつエキスを練り込んだ細
切り平打ち麺で、ツルツル・モ
チモチした食感が特徴です。

ラジウム玉子
黄身は半熟、白身はとろとろなのが特徴で、飯坂温泉には、
ラジウム玉子作り体験のできる施設もあります。その名は日
本で初めてラジウム元素が飯坂温泉で発見されたことから。

円盤餃子
野菜たっぷりの餃子を円盤状に並べて
焼いた餃子は、ボリューム満点なのに
軽い食感で、ついつい箸が進みます。
市内には40〜50年の歴史を持つ餃子
店も多く、行列ができるお店も。夜か
らの営業が多いのも特徴です。

餃子の店　山女
高橋 豊さん
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天狗の庭天狗の庭
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大森城山公園大森城山公園

彼岸花群生地彼岸花群生地

福島片岡鶴太郎美術庭園福島片岡鶴太郎美術庭園

蓬萊岩蓬萊岩
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水林自然林水林自然林
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【福島市への交通】
列車で ●東北新幹線
◦東京から1時間32分
◦仙台から25分

●山形新幹線
◦山形から１時間

自動車で●東北自動車道
◦浦和 ICから福島西 ICまで250㎞

飛行機で●福島空港利用
◦札幌（新千歳）空港から１時間15分
◦大阪（伊丹）空港から１時間10分

※福島空港－福島市 間はシャトルバスと
　新幹線で１時間30分（郡山経由）
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ふくしまバリアフリーツアーセンター
福島駅西口の福島市観光案内所内にある「ふくしま

バリアフリーツアーセンター」では、ひとりひとりの
ハンディに合った快適な「ふくしまの旅」を提案して
います。いろいろなご相談にも応じておりますので、
電話、FAX、メール、またはセンターを直接お訪ね
ください。車いすの貸出も行っています。 

福島市観光 PR キャラクター
ももりん

毎年春、吾妻小富士の斜面の雪がうさぎの形に
溶けて残ります。この雪うさぎは「種まきうさぎ」
とも呼ばれ、昔から農作業の目安にされてきました。

このうさぎをモチーフに誕生したのが観光 PR
キャラクター「ももりん」です。

古
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ゆう
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福島市出身の昭和を
代表する作曲家。JR
福島駅東口駅前広場に
は、 生誕100年 を 記
念して設置されたモ
ニュメントがあり、「栄
冠は君に輝く」「長崎
の鐘」などの古関メロ
ディが１時間おきに流
れ、訪れる人々を歓迎
しています。

お
問
い
合
わ
せ
は

⃝福島市観光案内所［JR 福島駅東口］改札口正面玄関脇

　TEL024-522-3265	 営業時間／9：00〜 18：00
（年末年始休業）

⃝福島市観光案内所［JR 福島駅西口］新幹線改札前

　TEL024-531-6428	 営業時間／9：00〜 18：00
（年末年始休業）

⃝一般社団法人 福島市観光コンベンション協会
　TEL 024-563-5554　FAX024-563-5915
　ホームページ https://www.f-kankou.jp/

　e-mail　kankou@f-kankou.jp
2019.2 現在

こらんしょふくしま 検索
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（旧日本銀行福島支店長役宅）
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信夫山公園

隈畔

ふくしま児童公園
SFCももりんパーク

ふくしん夢の音楽堂

県立図書館

コラッセふくしま

福島県庁

もみじ山公園
福島城跡
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市立図書館
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ふくしま屋台村
「こらんしょ横丁」

（休館中）

信夫山信夫山

街なかおすすめ
モデルコース

御倉邸

板
倉
神
社

福島県観光物産館

ももりんレンタサイクル
介護ベッドあり

身障者用トイレ有り
オストメイト対応トイレ

福島市街地マップF
ふくしまの旅はここからスタート!

営業時間／9：00〜18：00
休業日／年末年始
TEL・FAX	024-531-7382


